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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第38期

第３四半期累計期間
第39期

第３四半期累計期間
第38期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 7,354,351 7,874,022 11,224,860

経常利益 (千円) 920,130 814,037 1,363,664

四半期(当期)純利益 (千円) 616,536 576,180 901,622

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 596,763 596,763 596,763

発行済株式総数 (株) 4,031,700 4,031,700 4,031,700

純資産額 (千円) 11,553,593 12,199,580 11,900,440

総資産額 (千円) 24,100,192 25,011,234 23,973,643

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 156.81 143.96 228.81

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 152.66 143.37 223.61

１株当たり配当額 (円) － － 70.00

自己資本比率 (％) 47.9 48.8 49.6
 

 

回次
第38期

第３四半期会計期間
第39期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 76.84 66.83
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益は、当社は関連会社を有しておりませんので記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府主導の経済対策や金融政策の効果などを背景に良好な企業

業績の改善や雇用情勢の好転が見られ、全体として緩やかな回復基調で推移いたしました。

不動産業界におきましては、最低水準の住宅ローン金利や住宅支援税制などが後押しとなったものの、地方の

住宅販売はいまだ消費税増税後における需要の回復には至っておりません。

　その結果、当第３四半期累計期間におきましては、売上高78億74百万円（前年同期比7.1％増）、経常利益８億

14百万円（前年同期比11.5％減）、四半期純利益５億76百万円（前年同期比6.5％減）となりました。
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セグメントの販売状況を示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 売上高(千円) 前年同期比（％） 内容

不動産・建設事業 5,849,921 6.0

土地分譲  273区画　        3,013,386千円
建物      159棟 　        2,160,620千円
(うち売建 37棟、建売 95棟、注文建築 27棟）
リフォーム工事　              459,651千円
仲介手数料等　                216,264千円

不動産賃貸事業 1,196,054 10.2
居住用          909戸　      675,636千円
テナント事業用  235店舗　    380,984千円
駐車場その他                  139,434千円

土地有効活用事業 275,952 △1.4 資産運用提案型賃貸住宅建築、建売賃貸住宅販売

ホテル事業 552,092 17.5 ホテル室料、飲食売上等

合計 7,874,022 7.1 ―
 

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

① 不動産・建設事業

売上高は58億49百万円と前年同期と比べ３億30百万円の増加（前年同期比6.0％増）、セグメント利益４億14百

万円と前年同期と比べ１億87百万円の減少（前年同期比31.1％減）となりました。

主な内容としては、分譲土地販売、分譲住宅販売、建売住宅販売、注文建築、リフォーム、不動産仲介であり

ます。

② 不動産賃貸事業

売上高は11億96百万円と前年同期と比べ１億11百万円の増加（前年同期比10.2％増）、セグメント利益４億44

百万円と前年同期と比べ16百万円の減少（前年同期比3.6％減）となりました。主な内容としては、賃料収入、管

理手数料であります。

③ 土地有効活用事業

売上高は２億75百万円と前年同期と比べ３百万円の減少（前年同期比1.4％減）、セグメント利益９百万円と前

年同期と比べ４百万円の減少（前年同期比32.6％減）となりました。主な内容としては、資産運用提案型賃貸住

宅建築、建売賃貸住宅販売であります。

④ ホテル事業

売上高は５億52百万円と前年同期と比べ82百万円の増加（前年同期比17.5％増）、セグメント利益１億51百万

円と前年同期と比べ46百万円の増加（前年同期比43.8％増）となりました。主な内容としては、ホテル宿泊、飲

食であります。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における総資産は250億11百万円となり、前事業年度末に比べ10億37百万円増加しまし

た。

　流動資産は94億64百万円となり、前事業年度末に比べ２億34百万円の減少となりました。これは主として、現金

及び預金の増加３億41百万円、販売用不動産の減少３億14百万円及び未成工事支出金の減少１億72百万円を反映し

たものであります。

固定資産は155億45百万円となり、前事業年度末に比べ12億73百万円増加しました。これは主として賃貸用不動産

の新規取得等に伴う有形固定資産の増加12億55百万円を反映したものであります。

負債は128億11百万円となり、前事業年度末に比べ７億38百万円増加しました。

流動負債は42億28百万円となり、前事業年度末に比べ７億18百万円の増加となりました。これは主として、短期

借入金の増加４億55百万円、１年内返済予定の長期借入金の増加５億23百万円、未払法人税等の減少１億82百万円

を反映したものであります。

固定負債は85億82百万円となり、前事業年度末に比べ20百万円の増加となりました。これは主として長期借入金

の増加32百万円を反映したものであります。

　純資産は121億99百万円となり、前事業年度末に比べ利益剰余金の増加２億84百万円により２億99百万円の増加と

なりました。これは主として、当事業年度に支払う配当金計上による繰越利益剰余金２億79百万円の減少及び四半

期純利益５億76百万円を計上したためであります。自己資本比率は、前事業年度末の49.6％から48.8％と低下する

結果となりました。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,000,000

計 10,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,031,700 4,031,700
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準的な
株式であり、単元株式数
は100株であります。

計 4,031,700 4,031,700 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年12月31日 － 4,031,700 － 596,763 － 528,963
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

23,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準的な株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,006,400
40,064 同上

単元未満株式
 普通株式

2,300
― ―

発行済株式総数 4,031,700 ― ―

総株主の議決権 ― 40,064 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成27年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
アズマハウス株式会社

和歌山県和歌山市
黒田一丁目２番17号

23,000 ― 23,000 0.6

計 ― 23,000 ― 23,000 0.6
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

(１) 役職の異動

 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
（経理部管掌、管理部管掌、
コンプライアンス統括部

管掌管理部長）

取締役
（経理部管掌、管理部管掌

管理部長）
真川　幸範

平成27年７月14日

取締役
（管理部管掌、コンプライアン

ス統括部管掌管理部長）
 

取締役
（経理部管掌、管理部管掌、
コンプライアンス統括部

管掌管理部長）

平成27年10月14日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成27年10月１日から平成27年

12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、京都監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,531,251 3,872,803

  受取手形及び売掛金 20,939 37,610

  販売用不動産 4,812,034 4,497,561

  未成工事支出金 825,303 653,138

  貯蔵品 7,531 10,257

  繰延税金資産 51,391 23,174

  その他 458,959 374,866

  貸倒引当金 △7,531 △4,432

  流動資産合計 9,699,880 9,464,980

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 4,367,043 4,646,741

   土地 8,597,732 9,713,815

   その他（純額） 577,678 437,034

   有形固定資産合計 13,542,454 14,797,591

  無形固定資産 34,894 27,373

  投資その他の資産 694,756 720,424

  固定資産合計 14,272,105 15,545,389

 繰延資産 1,657 863

 資産合計 23,973,643 25,011,234
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 10,430 11,912

  工事未払金 384,066 366,272

  短期借入金 493,400 948,400

  1年内償還予定の社債 36,800 41,200

  1年内返済予定の長期借入金 1,679,115 2,202,390

  未払法人税等 199,779 17,070

  賞与引当金 39,446 20,055

  その他 667,531 621,535

  流動負債合計 3,510,568 4,228,837

 固定負債   

  社債 25,800 3,000

  長期借入金 8,136,473 8,168,647

  資産除去債務 61,517 60,457

  その他 338,843 350,710

  固定負債合計 8,562,633 8,582,815

 負債合計 12,073,202 12,811,653

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 596,763 596,763

  資本剰余金 528,963 528,963

  利益剰余金 10,728,132 11,012,785

  自己株式 △52,605 △30,630

  株主資本合計 11,801,253 12,107,880

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 99,187 91,700

  評価・換算差額等合計 99,187 91,700

 純資産合計 11,900,440 12,199,580

負債純資産合計 23,973,643 25,011,234
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 7,354,351 7,874,022

売上原価 4,720,526 5,151,516

売上総利益 2,633,825 2,722,505

販売費及び一般管理費 1,935,224 1,923,746

営業利益 698,601 798,759

営業外収益   

 受取利息 580 575

 受取配当金 40,711 11,935

 受取手数料 15,891 21,943

 保険解約返戻金 60,769 69,311

 匿名組合投資利益 183,165 2,881

 その他 35,142 30,692

 営業外収益合計 336,260 137,340

営業外費用   

 支払利息 103,081 109,822

 その他 11,650 12,239

 営業外費用合計 114,731 122,061

経常利益 920,130 814,037

特別利益   

 固定資産売却益 24,314 29,055

 受取補償金 4,135 10,530

 特別利益合計 28,449 39,585

特別損失   

 固定資産除却損 0 7,264

 特別損失合計 0 7,264

税引前四半期純利益 948,580 846,358

法人税、住民税及び事業税 302,072 245,896

法人税等調整額 29,970 24,281

法人税等合計 332,043 270,177

四半期純利益 616,536 576,180
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

 
前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 213,885千円 243,481千円

のれんの償却額 4,950 〃 4,950 〃
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月
27日定時株主
総会

普通株式  275,219 70
平成26年３月
31日

平成26年６月
30日

利益剰余金

 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月
26日定時株主
総会

普通株式 279,454 70
平成27年３月
31日

平成27年６月
29日

利益剰余金

 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
不動産・建設事業 不動産賃貸事業 土地有効活用事業 ホテル事業

売上高      

 外部顧客への売上高 5,519,790 1,085,011 279,807 469,742 7,354,351

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

－ － － － －

計 5,519,790 1,085,011 279,807 469,742 7,354,351

セグメント利益 602,322 461,585 13,662 105,039 1,182,610
 

(注) セグメント利益は、四半期損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調

整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,182,610

全社費用(注) △262,479

四半期財務諸表の経常利益 920,130
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない人件費及び管理部門の一般管理費であります。

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
不動産・建設事業 不動産賃貸事業 土地有効活用事業 ホテル事業

売上高      

 外部顧客への売上高 5,849,921 1,196,054 275,952 552,092 7,874,022

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

－ － － － －

計 5,849,921 1,196,054 275,952 552,092 7,874,022

セグメント利益 414,976 444,877 9,215 151,039 1,020,108
 

(注) セグメント利益は、四半期損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調

整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,020,108

全社費用(注) △206,071

四半期財務諸表の経常利益 814,037
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない人件費及び管理部門の一般管理費であります。

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

（１）１株当たり四半期純利益金額 156円81銭 143円96銭

　(算定上の基礎)   

 　 四半期純利益金額(千円) 616,536 576,180

 　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 　普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 616,536 576,180

 　普通株式の期中平均株式数(株) 3,931,700 4,002,400

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 152円66銭 143円37銭

　(算定上の基礎)   

　四半期純利益調整額(千円) － －

　普通株式増加数(株) 106,879 16,505

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年度末から重
要な変動があったものの概要

－ －

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

アズマハウス株式会社(E30066)

四半期報告書

18/19



独立監査人の四半期レビュー報告書
平成28年２月12日

ア　ズ　マ　ハ　ウ　ス　株　式　会　社

取　締　役　会　御　中

京 都 監 査 法 人
 

 
指定社員
業務執行社員

公認会計士 高   田   佳   和   ㊞
 

 
指定社員
業務執行社員

公認会計士 浦   上   卓   也   ㊞
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアズマハウス株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第39期事業年度の第３四半期会計期間（平成27年10月１日から

平成27年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アズマハウス株式会社の平成27年12月31日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以   上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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